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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・松林　政道様～本日より、ナイトケア利用予定。(利用日:月･火･木･金)

・10/23(火)24(水)第５回院内研修　場所：メモリアルホール　時間：17：30～18：30
テーマ「インフルエンザ・感染性胃腸炎と感染対策」
・昨日青山荘(秋山施設長)より、食事の際、高島吉太郎様・下町サン子様・小野寺ノリ様・倉石ヨシエ様には、転倒や怪我の防止の為茶碗洗いを自分で行わせる事はなるべく控えてもらうよう、また、利用者からの希望がある際には見守るようにとの申し送りを受けている。

＜利用者様情報＞

・田向　玲美様～昨日架電あり、友人に2人目の子供が産まれることを聞き、｢同じ歳なのにすごく大人に見えて今の自分は何やってるんだろうって考えたら嫌になった｣と泣きながら話す。「このままぬるい環境にいるより、何かを始めなきゃと思うけど何やったらいいのかわからない」と話す。焦ってストレスを溜め込みやすい状況になっている為、今やらなくてはいけない事に目を向けるよう伝えるが、「デイはいきたくない」と話す。また、金曜日のデイケア利用を渋っており、手の火傷で５日間入浴出来ていない状況だが家族が入浴を手伝ってくれない為洗髪できないと話す。金曜日にシャンプーを持参し、デイケアで洗髪するよう伝えると本人了承されていたが、本日架電にて、自力で行えた為金曜日は来所しないとの連絡ある。
・秋山　和子様～栄養指導とＳＳＴプログラムに参加したくないと訴えがある。字を書けない、前回の事を聞かれても答えれない事が理由のようだが、担当スタッフから参加の必要性を説明している。書く事が目標ではない事を伝え、板書しなくても良いが日付けとタイトルだけでも書き、説明を聞いて覚えて欲しい事を伝えると了承している。

・佐藤みつ子様～風邪症状あり、昨日鹿内内科受診している。風邪薬3日分処方となり10/11(木)12(金)欠席の連絡を受けている。

・奥山以依子様～昨日20時の体温36.9℃であり風邪症状が見られる。本日の入浴は、体温を測ってから入浴利用の判断をして欲しいと青風荘スタッフより申し送りがある。

・村上　元道様～昨日主治医に、水曜はエアロビがあるのでナイトケアの利用を無くしたいと相談してきたとのこと。エアロビクス参加の意義が見出せないのであれば、その他の作業(園芸療法等)を行って過ごすことを提案。利用日は変更せず、エアロビクスの時間のみ他の作業を行うことで、本人同意している。
＜事例検討＞

山田　吉夫　様（59歳）　病名：神経症性抑うつ病　担当医：安ヶ平Ｄｒ

検討内容
今後の支援の方向性について

入院歴　

土木作業員を20年勤め、会社が倒産(Ｈ17年)した事により気分の落ち込み、食事量の低下が見られた。

①Ｈ17.12～Ｈ18.1.20　坂本内科クリニック入院

②Ｈ19.6～　　　　　　　　　　　〃

③Ｈ20.1.21～Ｈ20.2.16八戸市民病院入院

④Ｈ20.2.19～Ｈ21.3.26　　　　〃

⑤Ｈ20.9．4.～Ｈ21.10.23　　　〃

⑥Ｈ24.4.23～Ｈ24.9.30　青南病院

青山荘利用Ｈ21.10.23退院後～Ｈ24.4月中旬

現在の状況　

· 病識が乏しい。「病気ではない」と話す

· 薬を飲んでも効かないと話す

· 食欲がない。夜眠れない等、身体不調の訴えがある

　　　　　　　⇒「喉に詰まっているような感じがする」

· 通所に対して拒否的。必要と感じていない。

　　　　　　　⇒会話からそのような内容を伺わせる発言があるが、本当は必要としている。

（入院前の利用状況）

· 通所を欠席する事が多い。

· 入院前に、皆がかまってくれない、話しをしてくれない、相手をしてくれないと話している。

· 青山入所中、外出から戻ってこないことがあった。

· パチンコやゲームセンターが好きで小遣いを使ってしまうが、生活費は残していた。

· 青山荘退所し単身生活を始めるが、一週間程で病状を崩し入院となる。

計画検討中の内容　　

・不眠、食欲低下をまずは改善出来るように健康的な生活が送れるよう声掛け。

・通所した際には評価し、本人の居場所、役割作りを徐々に行う。

・本人の不調時は関係機関へ情報提供行う。

・自分から表現し援助を求められない所が見られる為、言葉の内容から本人の気持ちをくみ取り、アプローチしていく。

・通所してきた時の行動を上手く評価したり、声掛けを行っていく。

＜外来情報＞

・大久保恒夫様～頭部ＣＴ施行、異常は見られない。

・山田　吉夫様～退院後初外来。気分安定していると話されている。

・奥山以依子様～鼻水等風邪症状が見られるが、「いらない」と処方を断っている。

・上久保善郎様～次回受診時、採血検査施行予定。

